
　２月８日（金）、アストくにさきで、「信念の人『ペトロカス
イ岐部の生涯』―音楽で辿るローマへの道―」が上演されまし
た。市内の読み聞かせグループで活動する猪股正明さん（国東
町東堅来）の朗読と古楽アンサンブル「アントネッロ」のルネッ
サンス音楽、さらに洋画家の村田佳代子さんの絵画と合わせ
て、ペトロカスイ岐部のドラマチックな人生を紹介しました。
郷土の偉人を学んでもらおうと、市内の４中学校と国東小・熊
毛小学校の児童・生徒が招待された昼の公演では、熱心に耳
を傾ける生徒の姿が見られました。
　また、この日は神奈川県在住の村田さんが国東市を訪れ、絵画など３点を市へ寄贈いただきまし
た。寄贈品は、ペトロカスイ岐部の列福を願って制作したコラージュの作品「ペトロ岐部の軌跡」
と生涯を描いた絵画「回想」、画集「日本のキリシタン」を11冊です。村田さんが「ゆかりの地で
収蔵してください」と目録を手渡すと、三河明史市長は「大事にして、多くの方に見ていただける
ようにします」とお礼を述べました。

　一般財団法人空港環境整備協会の助成を受け、１月30日（水）、国東市消防署本署に、新しく最
新鋭の高規格救急自動車が配備されました。
　高規格救急自動車には、除細動器や自動心臓マッサージ器など、救急救命士による高度な救命処
置ができる資機材が装備されており、救命率や社会復帰率の向上が期
待されています。
　この日、同署で行われた運用開始式には、同協会の川野貞知大分事
務所長をはじめ、市議会や消防関係者など約20人が出席。川野所長、
三河明史市長、清國仁士市議会議長、木田憲治市議会総務委員長、小
田宏規消防長がテープカットを行い、運用を開始しました。
　なお、市内の救急自動車の配備状況は、国見出張所に１台、消防署
本署に１台（高規格）、南分署に２台（１台が高規格）となっています。

　牛嶋内科胃腸科クリニック（武蔵町古市）の牛嶋紃二郎院長
から、クリニック開院15周年にあたり、国東市消防本部へ200万
円、武蔵中学校へＡＥＤ（自動体外式除細動器）、武蔵保健福祉
センターにはＡＥＤスタンド式ボックスを寄贈いただきました。
　これは、牛嶋院長が広域病院への勤務時から通算して30年間
にわたり救急医療に関わってきており、市の救命救急体制の一層の充実のために役立ててほしいと
いうものです。
　２月４日（月）、武蔵中学校（花木和義校長・151人）で行われた贈呈式では、牛嶋院長から生徒
会長の河野翔輝さんへＡＥＤが手渡されました。続いて、「①にコール（救急車）、 ②にプッシュ（心
臓マッサージ）、 ③にＡＥＤ（の使用）」という使用する際のキーワードや命の大切さについての話
がありました。同校では、既存の１台は職員室に設置しており、野球や剣道などの職員室から距離
のある場所で行う部活動での緊急事態に備えて、グラウンド横の柔剣道場内に設置しました。
　また、武蔵保健福祉センターでは、平成18年に牛嶋院長からＡＥＤ本体を寄贈いただいており、
今回いただいたボックスに入れて、玄関ロビーに設置しました。

　１月26日（土）・27日（日）の２日間、アストくにさきで国東市
防災士養成研修が行われ、市内各地域の代表者や学校関係者、福祉
施設、市職員など113人が受講しました。
　この研修は、今後30年間の発生確率が70から80％と言われている南海トラフの巨大地震や、台風
などのさまざまな災害に備えて、災害に対する知識と技能を有し、地域や職場の自主防災組織で活
動できる人材を育てようと、大分県と市が共同で取り組んでいるものです。
　研修では、気象や地震、津波のしくみ、火災・水害対策、土砂災害対策について学習しました。
また、グループに分かれて行われた図上訓練では、地震により津波が発生したという想定で、道路
や建物の危険箇所の予測、避難路の選定、要援護者の所在などについて話し合いました。
　研修終了後には、（特）日本防災士機構による防災士資格試験が行われました。今回、試験に合格して
誕生した防災士の皆さんには、地域や職場での防災学習会や訓練など防災対策全般にわたり活躍してい
ただく予定です。

（左から）清國議長、川野所長、三河
市長、木田総務委員長、小田消防長

（左から）工藤義見日出町長、吉本幸司津久見市長、三
河市長、釘宮磐大分市長、首藤勝次竹田市長、中野五郎
臼杵市長

作品の前で三河市長へ目録を手渡す村田さん（写真右）

猪股正明さんの朗読

アントネッロの演奏

空港環境整備協会の助成で救急車を購入

救急体制の充実のために
牛嶋内科胃腸科クリニックから寄贈

地域を守る防災士が誕生

キリシタン・南蛮文化で連携して情報発信

ペトロカスイ岐部の功績を朗読劇と絵画で紹介

２月13日（水）消防本部で（左から）牛嶋院長、
小田宏規消防長

　２月12日（火）、大分市役所で、国東市、大分市、臼
杵市、竹田市、津久見市、日出町による「キリシタン・
南蛮文化交流協定」の調印式が行われました。
　県内各地に数多く残る戦国時代から江戸時代にかけて
のキリシタン・南蛮文化遺産を、関係自治体が連携して
地域振興・観光振興に役立てていこうと、三河明史市長
が提案したもので、大友宗麟や南蛮文化に縁のある６市
町での協定となりました。
　調印式で三河市長は「関係自治体で連携し、キリシタ
ン文化を発信し広げていきたいです。国東市は日本人で
初めてエルサレムを訪れたペトロカスイ岐部をPRして
いきます」と話しました。
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